
①　以下の文章を読みながら「な・に・ぬ・ね・の」に ○（まる）をつけてください。


　あるひのくれがたのことである。ひとりのげにんが、らしょうも
んのしたであまやみをまっていた。 
　ひろいもんのしたには、このおとこのほかにだれもいない。た
だ、ところどころにぬりのはげた、おおきなまるばしらに、きりぎ
りすがいっぴきとまっている。らしょうもんが、すざくおおじにあ
るいじょうは、このおとこのほかにも、あまやみをするいちめがさ
やもみえぼしが、もうにさんにんはありそうなものである。それ
が、このおとこのほかにはだれもいない。 
　なぜかというと、このにさんねん、きょうとには、じしんとかつ
じかぜとかかじとかききんとかいうわざわいがつづいておこった。
そこでらくちゅうのさびれかたはひととおりではない。きゅうきに
よると、ぶつぞうやぶつぐをうちくだいて、そのにがついたり、き
んぎんのはくがついたりしたきを、みちばたにつみかさねて、たき
ぎのしろにうっていたということである。らくちゅうがそのしまつ
であるから、らしょうもんのしゅうりなどは、もとよりだれもすて
てかえりみるものがなかった。 

②　各仮名の個数を数えて、数を書いてください。


な　　　に　　　ぬ　　　ね　　　の


③　何について書かれた文でしたか？口頭で教えてください。
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